高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書（平成21年度）

（Brief report of the program）
2009年　　11月　　6日
	研究責任者名
Name
	国広 悌二
	所属機関
Affiliation
	京都大学 大学院理学研究科

	受理番号
Proposal No.
	大型-09-10
	研究課題名
Program title
	格子QCDを用いた、負パリティ核子の研究


　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract

（和文）
これまでの研究に引き続き、負パリティ核子の軸性荷電を調べる予定であったが、PACS-CSによるゲージ配位公開が期間終了ギリギリであったため、実際の計算開始が間に合わず、研究計画を変更し、ストレンジクォークを含むバリオンの性質に焦点を当てた。まず、ストレンジクォークを含む、s=-2のΞ粒子を含む8重項バリオン・8重項メソンの結合定数、および8重項バリオンの軸性荷電を2フレーバー格子QCDを用いて評価した。軸性荷電については、gA(NN),gA(ΣΣ), gA(ΛΣ), gA(ΛN),gA(ΣN), gA(ΞΛ), gA(ΞΣ), gA(ΞΞ)の8種について計算した。その結果、以前に得た結果にコンシステントで、これら結合定数間、および、軸性荷電間におけるフレーバーSU(3)関係式の破れは、クォーク質量によらず非常に小さいことがわかり、フレーバーSU(3)対称性の破れは、主に、F/F+D 比のみに現れることをつきとめた。この結果は、現象論的模型へのインプットとして有用であると考えられる。さらに、近年話題となっているΛ(1405)の性質や、モデル計算により予言された4クォーク粒子の性質を探るべく、格子QCD計算を行った。これらの結果は、一連の計算を終え、現在、考察を加えている。また、その一部は論文誌に投稿中である。
（英文）
We performed lattice QCD study of the pseudoscalar-meson—octet-baryon coupling constants, including cascades, with 2-flavor lattice QCD employing gauge configurations generated by PACS-CS. We also investigated the axial charges of octet-baryons, gA(NN),gA(ΣΣ), gA(ΛΣ), gA(ΛN),gA(ΣN), gA(ΞΛ), gA(ΞΣ), gA(ΞΞ). We discussed the flavor-SU(3)-breaking effects in couplings and axial charges. As a result, we found that the flavor-SU(3) breaking in couplings and axial charges is rather small, and that the SU(3) breaking mainly appears in F/F+D ratio, which is consistent with the previous out studies, and will be important information for phenomenological model calculations. A new paper on it is being submitted to a scientific journal. We also investigated the nature of Λ(1405) and tetraquark particles using lattice QCD, which are now under investigation.
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